
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 通学区域内に町の福祉施設があり、福祉体験のための用具の貸し

出しを行っています。 

● 総合的な学習の時間を利用して、障がい者やお年寄りの方たちが

実際にどんな苦労をしているのかを体験を通して知りました。介

護の仕方についても学びました。 

● 生徒たちの主体的な体験を通して、単なる知識としての理解で

はなく、障がい者やお年寄りの大変な思いを心情的に共感する

「深い学び」につながった。 

● 生徒自身が今まで以上に自らの心身の健康について考える良い

機会となった。 

● 想像していた以上に「見えないこと」は恐怖でした。「聞こえな

いこと」がこんなにもコミュニケーションを妨げるとは思いませ

んでした。車椅子では、ちょっとした段差が大きな障害物になる

ことを知りました。自分たちができることは何かを真剣に考え、

学べた有意義な体験でした。 
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